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1 西洋の文明や勢力が次第に東方に移り進むことである。 
2 本論文では JapanKnowledge（ジャパンナレッジ）に収録された『日本国語大辞典第二版』（小学館 二
〇〇二）を利用する。 
3 沈国威『近代中日詞滙交流研究 漢字新詞的創制、容受与共享』（中華書局 二〇一〇）では、四八〇
頁～五〇七頁は「陪審」、五〇九頁～五三三頁は「化学」の語誌が論じられる。 















  （２.２）旧来の漢語に新しい意味を与えて、転用、再生したもの。 
   （２.２.１）漢学、漢籍によるもの。 





























6 惣郷正明・飛田良文『明治のことば辞典』（東京堂 一九八六） 










































第一章 普通（仏語） 特別（新造語） 
第二章 普遍（仏語） 特殊（古典語） 
第三章 普及（仏語） 共通（新造語） 
                                                   
8 沈国威『近代日中語彙交流史 新漢語の生成と受容 改訂新版新装版』（笠間書院 二〇一七） 
4 
 
第四章 平等（仏語） 差別（仏語） 
第五章 結果（仏語） 成果（新造語） 
第六章 障碍（仏語） 障害（新造語） 






































                                                   
9 宮島達夫の「現代語いの形成」（『ことばの研究』 一九六七） 











































  観念 
  仏教における本義：物事を深く考えること。 
                                                   
11 陳力衛『和製漢語の形成とその展開』（汲古書院 二〇〇一） 
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13 現代中国語は簡体字の「矿物」を使い、現代日本語は「鉱物」である。 
14 崔雲昊「矿物詞源考略」（『華北水利水電学院学報』 一九八九年第二期） 
15 崔雲昊・陳雲彦「矿物詞源再考」（『中国科技史料』第十四巻第三期 一九九三） 
16 崔雲昊・陳雲彦「矿物詞源再考」（『中国科技史料』第十四巻第三期 一九九三）第八十一頁。 




















（４）北京大学中国語言学研究中心（CCL）古代漢語データベース   
（５）語料庫在線古代漢語データベース 
  （６）書同文《四部叢刊》《中国歴代石刻史料匯編》 





     ①古記録フルテキストデータベース 
     ②古文書フルテキストデータベース 
     ③奈良時代古文書フルテキストデータベース 
     ④平安遺文フルテキストデータベース  
     …以下省略… 
  （10）彫龍中国古籍数据庫（日本関係部分） 
 
  三、近代中国語のデータベース 
  （11）申報データベース 
  （12）晩清期刊、民国時期期刊全文データベース 
  （13）超星数字図書館 
  （15）書同文《清代外交档案文献匯編》 
  （16）彫龍中国古籍数据庫（近代中国語部分） 
 
  四、近代日本語のデータベース 
  （17）国立国会図書館デジタルコレクション 
  （18）朝日新聞縮刷版 1879～1999 
  （19）ヨミダス歴史館明治・大正・昭和（1874～1989） 
10 
 
  （20）神戸大学附属図書館デジタルアーカイブ新聞記事文庫 
  （21）中納言・日本語歴史コーパス 
  （22）CD－ROW 雑誌太陽、婦人雑誌、明六雑誌など 
  （23）明治期出版広告データベース 
  （24）近代書誌・近代画像データベース 
 
  五、英華・英和・和蘭辞書類 







  （26）和蘭系辞書 
    ①稲村三伯訳『江戸ハルマ』（一七九六） 
    ②藤林普山『訳鍵』（一八一〇） 
    ③ドーフ『長崎ハルマ』（一八一六） 
    ④桂川甫周『和蘭字彙』（一八五五） 
 （27）英和辞書類 
    ①『英和対訳袖珍辞書』各版 
    ②『和英語林集成』各版 
    ③『附音挿図英和字彙』各版 
 
六、その他 
  （28）『漢語大詞典』（一九八六） 



































































げた。ほかには「中国の近代学術用語の創出と導入 : 文化交流と語彙交 
流の視点から」（一九九六）、『『新爾雅』とその語彙 : 研究・索引・影印 
本付』（白帝社 一九九五）、『『六合叢談』(1857-58)の学際的研究』（白 










と英和辞典との相互影響 : 20世紀以降の英和辞書による中国語への語彙 




















































                                                   












































                                                   










  和帝景帝元武紀等有読消処事 



























  ①普通とは一理の萬事に係はるを云ひ、殊別とは唯タ一事に關するを云ふ 
なり。譬へは算術の如きは今日の萬事より其他種々に關渉す、是普通な 
り。本草學の如き是を殊別とす。 
  ②第一 History なるものは古來ありし所の事跡を学て書キ記し、所謂温故 
知新の道理に適ふを以て普通とす。学者苟も今を知るを要せんには、必 
す先つ之を古に考へ知らさるへからす。 






  ③格物学と化学とは最も混雑し易きか故に、之を分明に區別せさるへから 
す。此二学は皆 matter を論するものにて、格物学はマットルの more 


































                                                   
6 『百学連環』（西周（一八七〇〜一八七一頃））における「普通」について、下記の資料を参考した。①
熊澤恵里子「学制以前における「普通学」に関する一考察」（早稲田大学大学院文学研究科紀要第一分冊 (四




























































































                                                   



























  ❸〔布令必携新聞字引・明初〕ドコマデモトオル。 
❹〔広益熟字典・明７〕〖フヅウ〗ナニモカモニツウズ。 
  ➎〔改正画引小学読本・明９〕ツウレイ。 
  ❻〔改正小学読本字解・明９〕セケンイツパン。/セジヤウイツパン 
  ❼〔小学読本字引・明 12〕ミナヒトノシツテイルコトナリ。 
  ❽〔哲学字彙・明 14〕common.general 
  ❾〔和英語林集成〈三版〉・明 19〕common;general;universal:tenka-na koto 
  ❿〔漢英対照いろは辞典・明 21〕あたりまへなる、なみなる、よのつねな 
る、又あまねくとほる。Common,aslo, general,universal. 
  ⓫〔言海・明 24〕アマナクカヨフコト。ヨノツネ。 
  ⓬〔日本大辞書・明 26〕普ク一般ニ通ズルコト。世ノ並ミデアルコト。 
  ⓭〔和英大辞典・明 29〕common,ordinary,usual;general,universal,futsu 
  meishi,普通名詞、〔gram.〕common noun. 








  語形 フズウという読み方がある。「通」は漢音トウ、呉音ツ、慣用音ツウ 
であるから、フズウ（フヅウ）は連濁による語形である。 
 
  ふつうがく 普通学 
20 
 
  ➊〔改正増補文明いろは字引・明 15〕セケンツウレイノガクモン。 
  ❷〔高等国語読本字解・明 34〕一般ニ学フ学問 
  ❸〔新式以呂波引節用辞典・明 38〕高等、又は専門ならぬ世間一般に通ず 
る学問。 
❹〔新訳和英辞典・明 42〕ordinary 〔general〕knowledge 
  ➎〔辞林・明 44〕普通の知識を養成する諸種の学問。専門学の対。 































                                                   




























  ①＊国語のため〔一八九五〕〈上田万年〉国語研究に就て「誰でも知らんで 
はならぬといふ、言はば東洋全体の普通語といふべき者をも、つくり出 
さうといふ」 








































  ◆ふつうがく 普通学 
  ①「後進の少年、普通学を終りたらば兵学の専門に入り、」（福沢諭吉・明 
治十二年（一八七九）二月「華族を武辺に導くの説」） 




  ◆ふつうきょういく（…けういく）普通教育 
  ①「平易切実ノコトヲ択ミテ教へ、人人ヲシテ学ハサル惟恐レシム、是普 
通教育ノ要訳ナリト謂ヘシ、」（久米邦武・『米欧回覧実記』八十六「ベロ 
ン」及「ゼネーヴァ」府ノ記 明治六年（一八七三）六月二十七日） 













                                                   
21 佐藤亨『現代に生きる幕末・明治初期漢語辞典』（明治書院 二〇〇七）第七三二頁。 











  ❷1889年傅雲龍《遊歴日本図経余記》「普通学科百七十八,縫紉科百三十八, 
綴錦科二,毛糸科十八,洋服科百七,凡四百四十三」 
 
  普通話 pu tong hua 指一般通用的官話。 
  ➊1918年 5月 31日教育部《通令各高等師範学校招考学生弁法》「広州高師 
因方言関係,外籍学生前往就学,目前尚有語言之障碍,一面将教授用語,速 
謀改用普通話,以為招収他省学生之準備」 
  ❷1919年 8月朱執信《復黄世平函》「弟対於作白話文者, 擬加以一種限制, 
即能用普通話演説者,可以作普通話之白話文。於我等僅能用広東話演説 
者,只能作広東話白話文,不能用普通話也」 












  普選 pu xuan 一種選挙方式,有選挙権的公民普遍地参加国家権力機関代表 
的選挙。 
➊1934年《新知識辞典》普選制条,「普選制, univeral suffrage」 
❷1940年《瀋鈞儒収文録・張宗麟致瀋鈞儒、鄒韜奮、史良等函》「如本次来 
不及普選,是否応定下合理方法,規定下次必須用合理弁法来做」23 







                                                   


























































天監 普通 大通 中大通 
502年～519年 520年～527年 527 年～529年 529年～534年 
大同 中大同 大清  



























  〈日本語訳文〉（佛説孤獨經第四十四）昔、一人がいた。幼少期は孤独、苦 
難を嘗め尽くした。一人暮らしの彼は広い田んぼを持ち、又農具と牛と 
持っている。これで五穀を収穫できた。乳酪醍醐、各種の果物、野菜、数
                                                   
25 （江南春）千里鶯啼緑映紅、水村山郭酒旗風。南朝四百八十寺、多少樓臺煙雨中。 
26 進藤咲子『明治時代語の研究 : 語彙と文章』（明治書院 一九八一）第六頁。 






















  （４）廿三日早朝，喫粥。向西北行廿五里，到黄山八会寺断中，喫茶飯。 
時人稱之為上房普通院。長有飯粥，不論僧俗，來集便僧宿，有飯即與， 
無飯不與，不妨僧俗赴宿，故曰「普通院」。 


















   


































  〈日本語訳文〉幽居洞の北西に法名を普通というお坊さんが庵を結んだ。 
  （10）出家于正覺寺中法名普通。 
（『螢窗異草』浩歌子 清） 









                                                   
29 陳力衛『和製漢語の形成とその展開』（汲古書院 二〇〇一）第三八一頁。 
30 楊煥成「世界文化遺産少林寺塔林研究」（『黄河科技大学学報』 二〇一三年）第十五頁～第十六頁。 
28 
 





































  （13）日本兵船攷補遺 
學校設在東京築地成於明治四年卽中國同治十年有校長一人主之次長副之 


























































  ➊Agent as, a general agent or broker, 普通代理人, 經紀, 掮客； 
  ❷Common common law, 普通法, 常例; 
  ❸General or not specific, 不限一意的, 普通的, 多義的; widely 
 spread, 通行的, 盛行的, 普通的, a general history, 普通歷史, 綱 
鑑; general ship, 普通運載船; general tariff, 普通税則; 
  ❹Property  (Logic) Attribute common to a class, which may or may not 
 be distinctive of it, (論理)撰德, 普通性質等 
  ➎Type  (Biol.) A general form common to a number of individuals, (生 
物)公式, 統代, 普通之模樣; 
  ❻Vulgar  common, 通常的, 普通的, 平常的, 屢遇的; 
  ❼Catholic  Universal or general, 普通的, 
  ❽Inductive The inductive method, the process, as distinct from the 
 deductive, by which we conclude from particular instances to general  
principles, 自萬事究一理法, 歸納法(由個件事推究普通理之法)   
  ❾By-election An election held by itself, 補缺之選舉(特別而非普通 
的) 
























  ⓫Carrier Common ～(部定)普通運者 
  ⓬Common usual(新)普通；～ law 普通法；～ people (新)普通天民； 
～ custom (新)普通習慣； 
  ⓭Education General ～ (新)普通敎育； 
⓮General surgeon ～ (新)普通；～ currency (部定)普通制幣；～ of 
fer (部定)普通致與；～ property tax (部定)普通財産税；～ truce 
 (部定)普通停戰 







   
  ①現代詞語（modern terms）主要来自古典漢語和日語。用“新”標出。 
  ②《官話》的新詞来自何処？赫美玲説“主要来自古典漢語和日語”，従造詞 
的角度看、主要貢献者応該是来華伝教士和日本人。 





















                                                   














 common general universal 
馬禮遜 平常的、尋常的 公、大家、總  
衛三畏 平常的、粗糙 公、總 事無不通 
麦都思 凡常、平常など 統、兼、䀭など 普、部、公共など 
羅存德 通用 總、統、通、兼 普、統、通など 




















  修行者若為事縁、忽速不能偏結十佛頂印。但結此印誦佛頂真言、普通於修 
行人亦無過失。 
（『密教大辞典』法蔵館 一九八三年） 
  普通大門徒 
  普通大門徒は恵果和尚普く諸弟子に授け給ひし印明にして。…略…弘法大 
師は此二種の印明を共に相承し給ひしが。…略…蓋し普通大門徒は弘法大 
                                                   
37 馬礼遜（Robert Morrison）の『英華字典』（一八二二）、衛三畏（Samuel Wells Williams）の『英華字












   






























































  〈現代語訳〉この風は追い風ですけれど、普通以上の疾風です。沖はさぞ 
かし吹いておりましょう。どうして船を出せましょう。 





































            （川本幸民訳『気海観瀾広義』巻二 一八五五年） 
（26）コレヲ人民普通ノ自由ト名ク。     
（『西洋事情』福沢諭吉 一八六七年） 
（27）紙幣を普通するの法を立て。         
（『公議所日誌』 一八六九年） 
（28）「学術に二つの性質あり。一は common （普通）一は particular （殊 
別）是なり。普通とは一理の万事に係はるを云ひ、殊別とは唯だ一事に 
関するを云ふなり」 




























               （明治五年（一八七二）壬申年七月） 
 
（29）専ら勤むべきは人間普通日用に近き実学なり。 
               （『学問のすゝめ』福沢諭吉 一八七二年） 
（30）西周凡そ百學の中に就て普通の學と稱すべきは文數史地の四學なり。 
                     （『明六雑誌』 一八七四年） 
（31）本篇擧る所詩學と語原學に至ては素より特別の學科にして普通の部 
に插すべきに非ずと雖ども。                   
（『明六雑誌』 一八七四年） 
（32）然れども先書を読み、字を写し、物を数ふることを、学ぶを、第一 











                     （『明六雑誌』 一八七四年） 
（35）瓦葺の屋根も今日は甚た普通なれども。    
（『民情一新』 一八七九年） 
（36）第二種族の者は政治の思想に乏しきこと是れ大抵普通の事実なり。 






                                                   
















































































  【二】〔副〕 
（１）物事の状態、性質などの度合が普通よりはなはだしい意を表わす。 
とりたてて。とりわけ。特に。 





                                                   








  〔牛部〕 特別（ベツ） トリワケ 
                （『音訓新聞字引』萩原乙彦 一八七六） 













が Edward Bulwer Lytton（一八〇三～一八七三）の『Ernest Maltravers』と『Alice 
or the Mysteries』を抄訳したもので、用例の第廿七章「脱来細網寸分隙 欲



















































  呂布東北而進。数日，見桑麻地土特別。呂布問此処是那裏？有人告曰：是 
徐州地面。 
（『全相平話・三国志・巻上』 至治年間（一三二一～一三二三）） 
  〈日本語訳文〉呂布が東北の方向を進み、数日を経て桑と麻の生えた土地 










                                                   
3 日本語の訳文は筆者によるもの、以下同様。 










  ◆とくべつ（副・形動） 特別 
  ①「其他婦人ト同座スルトキハ特別ニ言語ヲ慎ミ、」（加藤弘之「夫婦同権 
ノ流弊論」一 明治八年（一八七五）『明六雑誌』三十一号） 
  ②「カノ特別ノ観念ヲ作リ得レドモ組織ナル観念ヲナシ得ザルハ、唯人種 
ニ由ル如ク見エ」、西周「学問ハ淵源ヲ深クスルニ有ルノ論」明治十年（一 
八七七）八月 『学芸志林』二） 
  ③「此輩ヲ教育シ後日ノ津路ヲ得セシムルニ特別ノ注意ヲ欠ク可ラズ。」（小 
幡篤次郎・明治十二年（一八七九）六月「専門学校ノ切要ヲ論ズ」） 
  ④「之ヲ私法ヨリ分離シ一種特別ノ者ト為スヲ好良トス。」（ボワソナード・ 
『法律大意講義』加太邦憲筆記 第十二号 明治十三年（一八八〇）五 
月七日） 









  （１）蓋シ容忽ノ字ハ国家特別ニ尊敬スル所ノ一教派アリト雖モ猶他ノ諸 
教派ヲモ勇テ禁止セスシテ共ニ人々ノ之ヲ信奉スルヲ許ス。 
（「米国政教一」加藤弘之 一八七四） 











特別 te bie 与衆不同；不普通。 
➊1889年傅雲龍《遊歴日本図経》巻十九「常任委員及特別委員凡有開会之 
                                                   









特別快車 te bie kuai che 指停車很少，行車時間比直達快車短的旅客列 
車。簡称特快。❹1917年 3月 9日《経享頤日記》「午膳後整物，三時乗特別 
快車赴滬，遇姚立人，杭州鉄路局長，因病回家」➎1917 年徐珂《清稗類鈔・ 
舟車類・慢車快車》「鉄道開車之速率，有慢車及快車、特別快車三種」8 



























  （３）清露間特別条約 
                                                   
7 黄河清『近現代辞源』（上海辞書出版社 二〇一〇）第七二二頁。そして、文中の通し番号は筆者がつ
けたものであり、以下同様。 
























  （５）羅撒温等以献物賜直小不受,及請所献独峰橐駝。詔以遠人特別賜銭五 
千貫,以橐駝帰之,而与其己賜之直。 
（『宋史・四九〇巻』脱脱 一三四五） 







































  生徒中擇其聰敏可學者，別處一齋，資給學廩，特別敎養。 
            （『朝鮮王朝実録・世宗実録』 （一四二五年分）） 

















































































  ➊Character Decided qualities, 特別之品性 
  ❷Companion A particular grade in an order of knighthood, 武士 
隊之特別等級 
  ❸Fellow  A scholar in English universities, 英國大學堂之特別優待 
學友 
  ❹General  not special, 大槪的, 非特別的 widely spread, 通行的,  
盛行的, 普通的, 通例的; 
  ➎Special 英語原語省略。特別專用之物(如特別火車, 特別試驗, 特別電 
信, 信聞號外等) （法）特別管理、特別代理、特別貯積、特別禁令、特 
別之爭點、特別陪審員、特別之密令、特別合夥、特別之稱訴、特別訴訟、 
特別訟師、特別訴詞、特別開會、議院之特別會議、… 













  ❼Carrier  Special ～ (部定)特別運送人 
  ❽Dress   Specially designed ～ (新)特別規定制服 
  ❾Particular ～ truce (International law) (部定)特別停戰 
  ❿Special ～ corporation tax (部定)特別結集税 ～ assessment (部定) 
特別派捐 ～ carrier (Civil law) (部定)特別運送人 ～ indorsement 
 (Civil law) (部定)特別背署 
  ⓫Sensation  Special ～ (部定)特別官覺 
（赫美玲『官話』 一九一六） 






















  ⓬special  particular, as A special edict 特諭 
（Robert Morrison『英華字典』 一八二二） 
  ⓭special 特 
         （Samuel Wells Williams『英華韻府歷階』 一八四四） 
  ⓮special 犆、特特 special order 特旨；special edict 特諭、欽敕； 
   special intention 特意；special regulations 盛典 など 
（Walter Henry Medhurst『英華字典』 一八四七～一八四八） 
  ⓯special 特、專登 a special edict 特諭；a special order；特旨、 
欽勅；for special information；特字通知 など 
（Wilhelm Lobscheid『英華字典』 一八六六～一八六九） 
  ⓰special or specific 特、特登、專、專登；special or extra 額外 
   special edict for information 特字通知 special regulations 盛 
   典 
（Justin Doolittle『英華萃林韻府』 一八七二） 
  ⓱special 奇特、異常 special intention 特意；a special edict 特    
   諭；for special information 特字通知 など 










  （１）蓋シ容忽ノ字ハ国家特別ニ尊敬スル所ノ一教派アリト雖モ猶他ノ諸 
                                                   





  （２）此国ニ於テハホーフキルヘト称スル教会ヲ以テ国教会ト定メテ特別 
ニ之ヲ尊敬スト雖モ猶他ノ諸教会ヲモ共ニ容忍ス。 
（「米国政教一」加藤弘之 一八七四） 
  （14）新遮爾些邦の大憲には凡そ邦内諸教派中一も特別に尊貴なる者なか 
るべき旨を載定し并に何の教派を奉ずる者と雖も。 
（「米国政教二」加藤弘之 一八七四） 
  （15）曰く心理の學術後篇に至り此順序に從て論述せんと欲す唯如此く大 
綱を分つと雖ども間亦普通の中に特別を附せざるヿを得ざる者あり。 
（「知説四」西周 一八七四） 










番号 号 作者 タイトル  年 
用例１ 第五号 加藤弘之 米国政教一 特別に 一八七四 
用例２ 第五号 加藤弘之 米国政教一 特別に 一八七四 
用例14 第六号 加藤弘之 米国政教二 特別に 一八七四 
用例15 第二十二号 西周 知説四 特別 一八七四 
用例16 第二十五号 西周 知説五 特別 一八七四 













                                                   


























special,a. kakubetsu na,betsu-dan na;sa-shitaru. 
specially,adv.koto-ni,koto-sara-ni,bes-shite,kakubetsu-ni,betsudan 
-ni,tori-wakete. 
























  （18）達書第五十号 
明治七年十二月当省第四十三号達書左ノ通リ改定候條此旨相達候事 明 
治八年十一月二十四日 教部大輔宍戸 璣 
地方官ニ於テ特別（とくべつ）見込有之分ハ直ニ致推挙候ども。 
（読売新聞 一八七五年十一月二十九日） 



























   




  （22）ただし１０月１５日［日］は特別に受け付けています。締め切りは、 
公式ホームページ１０月２３日［月］、電話１０月１６日［月］。 















  （23）特別にすぐれた嗅覚を持たなくても、健やかな秋の匂いを楽しむこ 
とはできるのだ。 
 （朝日新聞 二〇一七年九月三十日） 
  （24）担当者は「異物混入をゼロに近づけるために全力で取り組む。ただ 
業界のなかで、当社が特別に多いわけではない」と話す。 
（朝日新聞 二〇一七年九月二十二日） 




























  （28）即ち前記のように需要家が特別に格安な石炭を用いない限り、重油 
の燃焼はあらゆる工業に対して有利でありまして 











  （29）和食はなんでも好きだが、（  ）魚が大好物だ。 






  （31）今日は特に暑い。 

















  意味 現在 明治 
名詞 普通、一般と共起する 普通ではない ○ ○ 
形容詞 特別な/の、特別～～ 普通ではない ○ ○ 
副詞 特別に＋意志動詞19 今回に限って作動する ○ ○ 




特別に＋形容詞20（肯定） 程度が尋常ではない ○ ○ 
特別に＋形容詞（打消） 程度はそれほどでもない ○ ○ 
～と比べて特別に～～ 
用例（29）と用例（30） 





































                                                   
20 形容詞、形容動詞、あるいは「優れる」のような状態動詞を含む。 
21 用例（36）と（37）は『漢語大詞典』（羅竹風他 一九八六）の「（２）格外。（格別に）」の用例である。 
































































































































































                                                   
3 出典：『礼記正義』（孔頴達 唐） 













































                                                   












  ＊日本国憲法〔一九四六〕前文「これは人類普遍の原理であり」 
  （３）（｛英｝universal の訳語） 





















普遍 pǔ biàn。猶全面。謂広汎而有共同性。 
  （「全面」ともいう。広く一般であり、しかも共通性があること。） 
  ＊譚子池（詩）〔唐〕〈郭周藩〉「普遍拯疲俗、丁寧告親知。」 
  ＊周易正義・序〔唐〕〈孔穎達〉「既指周代之名、亦之普遍之義。」 







                                                   











































                                                   
8 楊俊一『馬克思主義哲学原理』（上海大学出版社 二〇〇三）第一三四頁。 
9 夏征農他『辞海』（上海辞書出版社 一九九九）第一六四四頁。 












  獨 Allgemeinheit，Augemein 
































                                                   










































                                                   
12 仏が示された十種の神通力（出広長舌、毛孔放光、一時謦がい、倶共弾指、地六種動、普見大会、空中
唱声、咸皆帰命、遙散諸物、通一仏土）の一。 







































発揚其徳普遍万物也。                




                                                   
14 中村元『仏教語大辞典』（東京書籍 一九八八）第一一八一頁 
15 織田得能『仏教大辞典』（大蔵出版 二〇〇五）第一五四一頁 






佩列宿，上接天罡。急急如律令。       




 この「普遍」も「あまねく行き渡る」という意である。  
 
（14）是晩南門城闡神之真身示現，萬姓聚觀。至夜雨大澍，頃刻盈尺、普徧 
千里。歳獲全稔，神之靈至矣神之德大矣。     





















名榜。謂如有人將屋租與教士立將此屋拆毀云云。   







                      （申報 一八九一年七月六日） 
                                                   





















項特殊之事實一一聚集之以得其普遍之原則也。         





是從士話（特殊）走到統一語（普遍）。            















衛三畏（(Samuel Wells Williams）、麥都思（Walter Henry Medhurst）、羅存德







  ①Pervade to pervade everywhere 通暢、通賜、暢達、周浹、普徧 
 ②Pervading 通、達、徧、透、普、普徧、暢達 









 ④Side  on every Side 普遍 
 ⑤Universal or general 普 Universal knowledge, 普遍、事無不通 
               （盧公明『英華萃林韻府』 一八七二） 
 
次に、盧公明（Justus Doolittle）の『英華萃林韻府』（一八七二）では、④






 ⑥Pervade to pervade the whole world, 普徧天下 
⑦Stem throughout, 全身, 周徧, 普徧, 徧處; 
⑧Universalize To make universal, 使普及, 使普徧, 推廣, 徧及; 
（顏惠慶『英華大辭典』 一九〇八） 
 
顏惠慶の『英華大辭典』（一九〇八）では、⑥「to pervade the whole world, 
普徧天下」と⑦「throughout,普徧等」は、従来の域を出ていない。⑧「To make 






   
  ⑨Universality (新)普遍態 
  ⑩Universal (部定)普徧 





  ⑪Universalism (Ethics)(部定)普徧論派 
  ⑫Hedonism Universalistic  Hedonism  (部定)普徧快樂論派 
  ⑬Universalistic Universalistic hedonism (Ethics)(部定)普徧快樂論 

































          本荘太一郎『俄氏新式教授術』（牧野書房 一八九一） 
（21）然レトモ「人間は合死なり」トノ文句ニ於テハ、「人間」テフ言語 
ノ外延、一個体ニアラズシテ普遍ナリ。即人間テフ言語ノ中ニハ一切ノ 
人類ヲ包有スルコト明カナリ。         








『ESSENTTIALS OF METHOD』（GHARDES DEGARMO 一八八九）19が確認できた。こ
の原著と照らし合わせると、用例(20)は「LANGUAGE REVEALS THE NATURE OF 
THOUGHT.―A STUDY OF THE NOUN.―THE COMMON NOUN EXPRESSES THE GENERAL 













            山田寅之助訳『基督贖罪論』（教文館 一八九六） 
（23）若し贖罪は普遍なりとせば、其普遍性は救拯學上の一切の事實と符 
合せざるべからず、          









（JOHN MILEY, D.D. 一八八一）であることがわかった。そこで、原著と照ら
し合わせてみると、まず第四節「贖罪の普遍」は「4. Universality of Atonement.」、
第五節「普遍の恩恵」は「5. Universal Overture of Grace.」に当たる。そし
て文中の「普遍の贖罪」は「universal atonement」、「若し贖罪は普遍なりとせ










































＝ Tsurei no,tsune no,heizei no,fudan no,heijitsu no,nami 
no,arifureta,itsumo no.」「general=ippan no,tsurei no,taitei no,o-kata 






                                                   
20 筆者がつけたもの。 
21 江藤裕之「「普遍」と「一般」の差異について : 語源から考える」（『桐朋学園大学研究紀要』 一九九
五）第一二七頁。 
22 和田垣謙三等『哲学字彙全附清国音符』（東京大学三学部 一八八一）第九十六頁。 



























  普徧論 
  英 Universalism 
  法 Universalisme 







  普遍名辭 
  英 General term 
  法 Terme general 
  徳  Allgenrener Terminus 
猶云公名也。一名辭而能即若干箇物，或若干單獨事象，指出其通共之特徴 
                                                   









  普徧概念 
  英 General concept 
  法 Notion generale 



































                                                   
28 樊炳清《哲學辭典》（上海商務印書館 一九二六）第六八九頁。 
29 樊炳清《哲學辭典》（上海商務印書館 一九二六）第六八九頁。 

















  特殊な能力：一般の人々にないような能力を指す。 
  特別な能力：ほかの方にないというより、ほかの方より優れた能力を指す。 





























                                                   
1 朝日新聞記事データベース聞蔵Ⅱビジュアルを利用して抽出したものである。 










































































































































中国語言学研究中心（Center for Chinese Linguistics PKU）、そして台湾中央
                                                   




















































































年代 番号 内容 回数 意味 
1874 1 特殊不及香港之猛厲耳  程度の猛烈さは香港に及ばない 
1880 2 特殊道地藥材 2 特によい材料 
1902 3 特殊  不明 
1902 4 特殊之建置  他にない建物 
1903 5 発印特殊  特別に印刷する 
1903 6 特殊勢力  特殊勢力 
1906 7 特殊漁産  他にない漁産 
79 
 
1906 8 特殊作物  他にない作物 
1907 9 風俗特殊 2 他にない風俗 
1907 10 特殊稼穡 2 他にない産業 
1907 11 地方事物特殊  他にない事物 
1907 12 収効特殊  優れた効果 
1907 13 特殊学校 2 他にない学校 
1907 14 何必特殊而称為諮議局  なぜわざわざと諮議局と称す？ 
1907 15 特殊技能者 2 他に技能を持つ者 
1907 16 行特殊之競争  他にない競争 
1907 17 特殊教育学  他にない教育学 
1907 18 特殊性質  他にない性質 
1908 19 特殊之植物  他にない植物 
1908 20 特殊之処置  他にない処置 
1908 21 特殊預告  特別に予告する 






















 第 15例の「特殊技能者」と第 16例の「行特殊之競争」について、「今以去年
                                                   


































































  ➀Especially In an especial degree, 最用、第一、特殊之状 
②Characteristic Constituting or exhibiting peculiar qualities, 特 
性的, 特殊的, 表形狀的, 表品行的, 表態度的 That which distinguishes 
 one person or thing from another, 特質, 特性, 特殊之品性 
③Hypostatize To treat as a distinct substance or person, 視爲不同 
之物或人, 區別爲特殊之物或人 
（顏惠慶『英華大辭典』 一九〇八） 
  ④Special Special morality(新)特殊道德 
⑤Especial special(文)特殊 
                     （赫美玲『官話』 一九一六） 
 
 上記のように、古代中国語における「特殊」は稀に使われる文語という位置
づけであったため、馬禮遜（Robert Morrison）、衛三畏（(Samuel Wells Williams）、
麥都思（Walter Henry Medhurst）、羅存德（Wilhelm Lobscheid）など、早い時
期の宣教師たちによる英華字典に「特殊」は見当たらない。「特殊」が初めて英
華字典に登場するのは、顏惠慶の『英華大辭典』（一九〇八）である。そして、
「That which distinguishes one person or thing from another, 特質, 特性, 
特殊之品性」を見ればわかるように、顏惠慶の『英華大辭典』に見られる「特
殊」は〈同じカテゴリーに属さないこと〉の意味を表す。 































   
 （13）蓋其以為特殊乎乃以山則必紆譎而嶢□17。 
（本多忠統（一六九一～一七五七）『猗蘭台集』 江戸中期） 
  〈日本語訳文〉けだしそれを特殊と思うのではないか。山なら必ず奇怪な 
形をする。 
 （14）天乃寒翠常滴皮膚豊潤特殊於他山。 
       （篠本竹堂（一七四三～一八〇九）『京遊紀述』 江戸中期） 






















   





 これを手掛かりに『The Spirit of Laws』で用例（15）に該当する内容、「A 
particular Case, in which the defensive Force of a State is inferior to 
the offensive.」を確認した。すなわち、「特殊」は「particular」の翻訳語で
あることが分かる。しかし、『The Spirit of Laws』の目録にだけ、「Particular」
が数回みえるだけで、「Particular Case of the Spanish Monarchy.」に対する
何礼之の訳文は「西班牙王国ノ情実」である。「Particular Cause of the 
Corruption of the People.」の訳文は「人民の頽壊セル特因ヲ論ス」であって、
「特殊」は使われていなかい。 
 
 （16）第十六章 価格特殊ノ事情 
（鈴木重孝訳『弥児経済論・第三編巻之六』英蘭堂 一八八四18） 
 
鈴木重孝訳の『弥児経済論』は、John Stuart Mill の『Principles of Political 
Economy』を翻訳したものである。原文と照らし合わせてみると、用例（16）の
















































































  Specification 特殊限定 


















































































   


















































  ➊一般家庭にクーラーが普及する。 


























                                                   
1 デジタル大辞泉（小学館）によると、「新理論を普及する」となるが、現代日本語において「普及する」
は自動詞として使われ、他動詞は「普及させる」である。 
























  願以此功徳（がんにしくどく）、普及於一切（ふぎゅうおいっさい）、我 
等与衆生（がとうよしゅじょう）、皆共成仏道（かいぐじょうぶつどう）。 









 1111【及】〔漢〕キフ 〔呉〕ギフ 























































                                                   




















  ◆ふきゅう（ス） （…きふ） 普及 
  ①「右之通被、仰出候条地方官ニ於テ辺隅小民ニ至ル迄不洩様便宜解訳ヲ 
加ヘ精細申諭文部省規則ニ随ヒ学問普及致候様方法ヲ設可施行事」（「太 
政官」第二一四号 明治五年（一八七二）八月二日） 
  ②「コレニ因テ之ヲ視レバ、王化ノ普及セザルニアラズ、」（明治九年（一 
八七六）六月二十四日、大久保利通、岩倉具視宛書簡） 








  普及本 pu ji ben 大量銷行的書籍，在原有版本外発行的用紙較次、開本 
較小、装訂従簡、定価較低的版本。1936 年 9月 25日魯迅《致曹靖華的信》： 
因為下巻中物，有些系売了稿子，不能印普及本的。9 
『近現代辞源』（黄河清 二〇一〇） 









8 佐藤亨『現代に生きる幕末・明治初期漢語辞典』（明治書院 二〇〇七）第七二五頁。 










































                                                   
10 『日本国語大辞典第二版』（小学館 二〇〇二）によると、「高価な上製本とは別に、広く行き渡らせる
ために、内容を変えずに用紙や造本の質を変え、廉価で出版される本」となる。 
























































































の哲学思想を反映する言葉であり、「理一分殊16」の主張に通じる。   
一般語としての「普及」は、他にも「更推博施，普及函生」〈さらに広くもの










































































































































                                                   
19 外国と事件の交渉に当たって、必ず先に相手の状況を把握すべきである。各国の状況を知るためには、
必ずその言葉、文字を知り尽くすべきである。これらが出来たら人に欺かれることが避けられる。 
















































（19）第五章 教育為成人之本 克己自治之美徳 克己自治原於自尊 自 


















 （21）農学思想普及策 訳新農報 
   二小学校中農業思想普及策 
   三中等教育上農業思想普及策 


































  ①Convert The Buddhists after having repeated the name of Amida Budh,a 
thousand or ten thousand times, are exhorted to express a wish that 
all the world may be converted to Buddhism in these words, 願以此
普及於一切我等輿衆生皆共成佛道;  
  ②Extended EXTENDED to every one universally, 普及於一切; said of 
 Budhism 
③Wish WISH that this may be extended to all mankind,願以此普及於 
一切衆生;  












  ④Extended 伸、張、普及 
         （Samuel Wells Williams『英華韻府歴階』 一八四四） 
  ⑤Extend to Extend,伸、張、施及、普及、伸闊、伸長 
            （Justin Doolittle『英華萃林韻府』 一八七二） 
 











三つだけである。Walter Henry Medhurst の『英華字典』（一八四七～一八四八）、











  ⑥Well 十分, 全透, 普及, 全體;  
  ⑦Reform An extension and more equable distribution of the franchise,  
選權普及, 政治改良, 擴充民權;  
  ⑧Universal all-reaching, 全及的, 普及的; universal education, 教 
育普及;  
  ⑨Liberalize To render liberal or catholic, 使普及, 爲大量之事, 使 
成大功;  
  ⑩Universality State of being universal or extending to the whole,  
普通, 徧及, 一般, 普及, 徧普, 周徧, 全般, 廣通;  
  ⑪Universally With extension to the whole, 普及, 推及大衆之狀;  
⑫Utilitarian Consisting in or pertaining to utility or 
 utilitarianism, 尚利之道的, 利學派的, 利用的, 功利的, 實利主義的,  
利衆之學説的, 福樂普及之道的 
  ⑬Popularize To render popular or common, 使宜俗民, 弘布民間, 使普 
及;  as, to popularize education, 使教育普及 
  ⑭Universalize To make universal, 使普及, 使普徧, 推廣, 徧及; 
  ⑮Universalness Universality, 普通, 徧體, 公共, 普及 










































  〈日本語訳文〉彼の犯罪を赦免するような特別法はなくて、当然法律の制 
























６．３ Hemeling, Karl E. G.の『官話』における「普及」 
Hemeling, Karl E. G.『官話』（一九一六）に至ると、⑱「Pervade Pervade 
everywhere, 普及;to spread through, 普及」と㉔「Popularize 使…普及民
間」のように、引き続き他動詞の「普及」が見られる。そして、⑰「Universal 





⑯ Compulsory  Compulsory  universal education, (新 )強迫普及敎 
育;(新)義務普及敎育 
  ⑰Education Universal Education, (新)普及敎育;Public Education, (部
定)普及敎育 
  ⑱Pervade Pervade everywhere, 普及;to spread through, 普及 
  ⑲Spread to pervade, 普及 
  ⑳Popular Popular suffrage, (部定)普及選舉例 
  ㉑Public Publicl Education, (部定)普及敎育 
  ㉒Suffrage Popular Suffrage, 普及出占;(部定)普及選舉制 
  ㉓Universal 普及,Public Education, 普及敎育 
  ㉔Popularize 使…普及民間 
               （Hemeling, Karl E. G.『官話』 一九一六） 
 
 そして、Hemeling, Karl E. G.『官話』（一九一六）では、(新)と(部定)のマ
ークが付いている訳語が多く見られる（「新詞」と「部定詞」に関して「 《官
話》(1916)及其譯詞--以"新詞""部定詞"為中心」（沈国威 二〇〇八）を参照）。 






















































































  （33）学制 第百章 













































ナリ」と書いてあるため、原本は Balfour Stewart （一八二八～一八八七）の
『Lessons in Elementary Physics』であることがわかる。ネット上で一般公開




lesson ⅶ.－universal gravitation 
32. we have already seen(art.6) that the forces of nature may be  
Divided into three groups the first cmbracing universal 















     （ジョン・ケージ 著『初等平面三角術』攻玉社 一八九二） 





















  （43）而して需要の変遷には嗜好の変化よりするもの建築上の必要よりす 
るもの及び制限的需要が普及的需要に移りたる等種々の理由ある。 
（神戸又新日報 一九一四年七月二十日） 



























































































                                                   










































               
                                                   
2 日本語訳文は筆者によるもの、以下同様。 




































きょうつう（ス） （形動） 共通 
①「欧米ノ商業ハ会社ニテナル、市街ノ商店ハ会社ノ共通ニテ、此ニ赴キ 







                                                   
4 筆者は朝日新聞記事データベース・聞蔵Ⅱビジュアルで検索してみたところ（検索期間は一九八五～現
在）、「共通課題」は五九二件ヒットできたのに対して、「共同課題」は僅か七例しかなかった。 









































  ➊顧吾嘗偏索欧州日本大教育家之主義。 
                                                   
6 水澤周訳注『現代語訳特命全権大使米欧回覧実記』（慶應義塾大学出版会 二〇〇八）第七十九頁。 
7 黄河清『近現代辞源』（上海辞書出版社 二〇一〇）第二七七頁。 




  ❷吾乃本此原理以研究欧州日本教育家之学説，求足以振起吾国民之廃疾。 
発展吾国民之特性者，其主義約有三焉。 
  ❸吾視欧州日本関於個人主義之教育，其説有三。 
  ❹日本以区区之島崛起東亜，究其自強之要政，莫不推本於国民教育。尋其 
教育界之先河実以福沢諭吉為称首，氏所以持以訓人者，曰独立自尊曰自 
労自活。 
  ➎距今二十年間，其説己輸入於日本，今観彼小学校令第一条云云。 











学研究中心（Center for Chinese Linguistics PKU）、台湾中央研究院の「漢籍
電子文献」などの古代中国語データベースを調べることにした。 
 
  （３）時有東海蕭建為瑯邪相、治莒、保城自守、不與布通。布與建書曰：「天 
下舉兵、本以誅董卓耳。中略。莒與下邳相去不遠、宜當共通。…中略… 
可取布書與智者詳共議之。」  
                  （『漢末英雄記』王粲 約二〇八年） 
（４）假令為仙者、以薬石煉其形、以精霊瑩其神、以和気濯其質、以善徳 
解其纏、衆法共通、無碍無滞。             
（『芸文類聚』七十八欧陽詢他 六二四年） 
（５）触目相呈、理既共通、何不自会？ 
            （『祖堂集』泉州招慶寺静・筠二禅僧 九五二年） 
（６）由靈公與孔寧、儀行父等君臣竝淫於其國之内、共通夏姫、國人效之、 




                   （『孟子注疏』孫奭 北宋） 
（８）大定二十二年定制、會試毎場十五題、三場共通三十六條以上、文理 
優、擬斷當、用字切者、為中選。                




                                                   
10 引用文の➊～❼は劉顕志「論中国教育之主義」（『中国新報第六号』 一九〇七）によるものである。 
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                （『宋史』脱脱・阿魯図他 一三四五年） 
（11）釋例曰：凡十二月而節氣有二十四、共通三百六十六日、分為四時、 
間之以閏月、故節未必恒在其月初。               
 （『春秋左伝正義』孔穎達 唐） 
(12)衆弟兄們商量了、咱們三十箇人、各人出一百箇銅錢、共通三千箇銅錢、 
勾使用了、著張三買羊去、買二十箇好肥羊。           
 （『朴通事諺解』 元末明初） 
(13)我共通十一箇馬、量著六斗料與十一束草著、這鍘刀不快、許多草幾時 
切得了。主人家、別處快鍘刀借一箇來。 
              （『老乞大諺解上』 元末明初） 
(14)你通幾箇人幾箇馬、我共通四箇人、十箇馬、車子有麼、車子沒。 
                    （『老乞大諺解上』 元末明初） 
(15)我且聽你定的價錢、這五匹好馬、毎一匹八兩銀子、通該四十兩、這十 































 共通  
 共 通 用例 
Ａ 共に、お互いに 通好、往来する ３ 
Ｂ 共に、お互いに 通じる ４、５ 
Ｃ 共に 密通、私通する ６、７ 
Ｄ 併せて、全部 精通する ８～10 
Ｅ 全部 全部 11～15 
Ｆ 共に 通う 共通金門籍 












                    （『三国志平話』作者不詳 元） 
  〈日本語訳文〉巡り合わせの邂逅でなければ、本日、名将の趙雲が俺の家 
来になれるものか！趙雲の兵力は三千、これで合計五千となる。                      
  ❷≪金剛経≫凡六訳、今多行鳩摩羅什本、通五千二百八十七言。 
                     （『金剛経書後一』惲敬 清） 













                                                   










意味 出典 性格 回数 
合計、全部 
『春秋左伝正義』 漢籍 1 
『朴通事諺解』 朝鮮王朝の漢語教科書 1 
『老乞大諺解上』 朝鮮王朝の漢語教科書 5 




























                                                   
13 羅竹鳳他『漢語大詞典』（上海辞書出版社 一九八六）第十巻第九二五頁。 
14 盧公明（Justin Doolittle）『英華萃林韻府』（一八七二）第四九七頁。 





























                      （申報 一九〇六年四月） 
(21)世界語者萬國共通人類統一之語、也躋五洲於同堂、洽感情於寰宇、舍 
此其焉屬哉。            
                      （申報 一九〇九年三月） 
(22)擬毎年六月内各省推員到上海聚會、就各省利害共通之議案、互相研究 
以謀一致。 








                       （申報 一九一〇年九月） 










  （申報 一九一〇年十一月） 
(27)一曰以音樂化其各個性而成一共通性也。兒童之性。彼此各殊。今化以 
統一之音樂。唱則俱唱。止則俱止。養成其共同一致之習慣。       
 （申報 一九一一年二月） 
(28)二日本人爲尊重日清兩國共通之利益、當注意今回之日清借欵法。 
                       （申報 一九一一年四月） 
 










21 萬國共通、人類統一之語 万国に通じる、人類統一の言葉 
22 ＊各省利害共通之議案 各省の利害に相通ずる議案か 
23 ＊在支那之共通與相互之利益 支那に相通ずる及び相互利益 
24 ＊全國報界共通利害問題 全国新聞界に相通ずる利害問題 
25 利害業已共通 利害が既に相通ずる 
















































































                                                   




多書楷字。                 













   良霄歓邂逅、逓筆問渚音、月霽秋風爽、玉壷一片心。 
   壬戍天和三年秋八月二十四日之夕、会滄浪子亍客舘、剪燭打話初以指画 
地、後則逓筆相笑、両情共通如深交之久。子偶書途中所詠三章以投示之 
欲和之而自嫌茟語之滯既而到曉相。 
















(32)第十四章 万国共通貨幣 終ニ万国同一ナル貨幣制度ノ行ハルヘキニ 
至ルコトヲ心ニ認メサル可カラス巳ニ今日ニ於テ万国共通ノ諸般ノ制度 
著々行ハレ来リ。 












































































                 （朝日新聞 一八九九年九月十三日） 
（40）万国子午線会議にて英国グリーンニッチ子午線を普通の経度零点と 
















れり、宜しく彼れの長を採りて我れの短を補ふべし。           
                                                   
20 朝日新聞における初回報道は一八九七年一月十二日の六頁三段、題は「海上保険の共通計算」である。 
21 柴田昌吉『附音挿図英和字彙』（日就社 一八七三）第一七六頁。 
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              （元田肇『行政及税制整理』 一九〇九年） 
（43）親子共通 土佐幡多郡七郷某年六十余酌婦を落籍せしめて息子の妻 





















































































  (1)平らかにひとしいこと。でこぼこがなくそろっているさま。 
































                                                   
































































  なみ‐とう 【並等】 







































































































  ＊百喩経・二子分財喩〔五世紀末〕<求那毘地>「尓時有一愚老人言：教汝 












                                                   


































  びょうどう 平等びやうどう 
  ①〔和英語林集成・慶応 3〕〖Biyodo〗(tairakani h,toshi)Even and 
 equal;just and equal.― ni kubaru, to distribute equally． 
  ②〔訳書字類・明初〕〖ヘイトウ〗オシナラス、タヒラニヒトシ。 
















⑪〔言海・明 24〕〖びょうどう〗ヒトシキコト 不同ナキコト 


















































































                                                   



























語版を確認すると、その箇所は「He shall not be called upon to perform any 
ceremony derogatory to him as representing the Sovereign of an independent 
































































                                                   
20 この訳文は興膳宏の『仏教漢語５０語』（岩波書店 二〇一一）の第一二一頁より引用したもの。 




























































  （９）伏願回営造之資，充疆場之費，使烽燧永息，群生富庶，則如来慈悲 
之施，平等之心，孰過於此？ 



















  B山中説斎，不論僧俗、男女、大小，平等供養。 


































































































































































































































































で、馬禮遜（Robert Morrison）、衛三畏（(Samuel Wells Williams）、麥都思（Walter 




①Equal All equal 皆平等 
②Nature  down from all the deified Budhs to crawling insects, is 
equally the same 上自諸佛下至蠢動此性正相平等 
（Robert Morisson『英華字典』 一八二二） 
 
 早くも Robert Morisson の『英華字典』（一八二二）に「equal＝平等」、「equally
＝平等」の対訳関係が見える。「all men are created equal37」〈全ての人間は









 Robert Morisson の『英華字典』（一八二二）に見える「equal＝平等」、「equally
＝平等」の対訳関係が、下記のように、それ以後の英華字典にも継承されてい





37 出典：アメリカ独立宣言（一七七六）United States Declaration of Independence 
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（Samuel Wells Williams『英華字典』 一八四四） 
⑤Equal  equal in rank 參竝、並肩、挨肩、平等  
       all equal 皆平等 
⑥equals 參眸、平等之人、匹配、匹儕、仵 
（Walter Henry Medhurst『英華字典』 一八四七～一八四八） 
  ⑦Equal  they are all equal 皆平等、大家平等 
         （Wilhelm Lobscheid『英華字典』一八六六～一八六九） 
  ⑧Equal in rank. Men Equal 平等之人 






（Hemeling, Karl E. G.）の英華字典『官話』（一九一六）では、「平等」38は下
記のように書き記されている。 
 
⑨Equal  (部定)平等   
  ⑩Inequality  (部定)不平等 
  ⑪Equal opportunities  (新)機遇平等 
  ⑫State Equality of ～ s (Internat. law)  (Internat.)(部定)國級 
平等 
  ⑬Equality 13. Ideals of political ～ (部定)政治平等理想 
        14. ～ of states (部定)國級平等 

























































  （28）A惣計七僧法服并布施料物，混合准價，平等布施，並用正稅。 




















  （29）東□段ニハ東長柄進官二段在之、平等ニ四段ニ支配之、仍而計六段 
也。  
（『国会図書館所蔵文書』 保元二年四月十九日） 
  （30）A御分国中、此中之支配親疎有之に付被召替候間、今度者惣支配平 
等に可有之義肝要候。 
  B今度被召替候支配之賦、惣並平等に候之間。 
（島津家久袖判條書 寛永十一年卯月四日） 


















































Biodoni.ビャゥドゥニ（平等に）例，Biodoni mono-uo vosamuru.（平等 












                                                   
41 明代末期(十七世紀前半)に出版された凌濛初編の口語体短編小説集である。 



















































































































































































                （朝日新聞 二〇一七年五月二十二日） 
（２）佐藤さんによると、差別は法律で禁じられたが、今でも差別意識は 






















                 （朝日新聞 二〇一七年五月二十日） 
（４）コンビニでもカーネーションを売るようになったので、花屋も差別 
化するために力を入れた」と解説する。 
                  （朝日新聞 二〇一七年五月三日） 
（５）日韓が慰安婦問題を抱えていることに関し、「政治問題と民間交流 
は区別し、交流を活発に進めるべきだ」と指摘。 






















                                                   







































              （人民日報 一九八一年六月二十七日） 
〈日本語訳文〉アメリカは「差別」関税を利用して不平等貿易を行う国で 
ある。アメリカの輸入税率（import tariff）は三分類でき、即ち基本税率 
（General Tariff Rate）、特恵税率（preferential duty）、一般特恵関税 
制度（Generalized System of Preferences）である。 
（10）10月 24 日，在武漢挙行的第六届全国城市運動会柔道男子無差別級 
                                                   












































                                                   
























































































                                                   
8 羅竹風他『漢語大詞典』（漢語大詞典出版社 一九八六）第二巻第九七五頁。 
9 現代日本語において「障害」に統一されている。しかし、最近「障害者」の漢字表記に関して様々な議
論があり、「障碍者」にすべきという意見も多い。 








































         （『大乘起信論』實叉難陀（六五二～七一〇） 唐） 
〈日本語訳文〉一切の諸法は、ただ迷妄の執心によって差別がある。若し 
                                                   
11 宮坂宥勝 『仏教語入門』（筑摩書房 一九八七）第九十三頁。 































差別 差別上上昇進 差別之相 差別分別 差別心 差別効能 差別名 
差別因縁 差別行相 差別…成立 差別更待餘因 差別求 差別身 差 
別性 差別法 差別則無有邊 差別建立 差別相 差別眞實 差別假立 
尋思 差別欲 差別智 差別衆名 差別義 差別義門 差別道理 差別 








                     （『北史』李延寿 六五九） 
〈日本語訳文〉（『四序經』）上は天子に至り、下は庶民に及ぶ。貴賤の等級、 
                                                   
14 羅竹風他『漢語大詞典』（漢語大詞典出版社 一九八六）第二巻第九七三頁。 
15 羅竹風他『漢語大詞典』（漢語大詞典出版社 一九八六）第二巻第六二三頁。 








































                （『建内記』万里小路時房 室町中期） 
〈現代語訳〉ただし、神社を毀損する罪に至っては、大小の差別に依って 

























羊ノ部 ～別 差別〔さべつ〕 ワカチ19 








SHABETSU シャベツ 差別 n. Difference,distinction 











                                                   









  さべつ（名）差別（しゃべつ）ニ同ジ。 














                  （朝日新聞 一八八一年十月十九日） 
（22）恋に貴賤の差別（さべつ）なく盲躄唖聾眇目鼻欠菊石といへど色で 
持たる世の中なれば此程の咄しは差して珍らしといふにあらねど。 


































                （『商業経済政策』関一 一九〇三） 
（25）以上論ずる所は、一般関税則に関する概論なり。然るに孰れの関税 
則に於ても、往々にして「区別関税」又は「差別関税」Differential 
 Duties or Differential Discriminating Duties，Differentialzolle 
 oder Unterscheidungszolle なるもの附随す。区別関税とは特殊の目 
的を達せむが為め同種の輸入貨物に対し税率に区別を設くるものをい 
ふ。23         
                （『商業政策』津村秀松 一九一一） 
（26）貨物同盟とは連合国及び同盟に加入したる中立国の間に所謂差別関 
税を設け関税政策を以て同盟国相互の貿易上の利益を保護し同盟側の貿 
易に打撃を与ふるを目的とす。               


















                                                   
22 関一『商業経済政策』（大倉書店 一九〇三）第二七三頁。 
23 津村秀松『商業政策』（宝文館 一九一一）第一七三頁。 


























                 （申報 一九四〇年一月二十三日） 
〈日本語訳文〉無条約状態下の日米通商関係に関して、米政府は昨年度十 





 「差別待遇」について『日本国語大辞典 第二版』（小学館 二〇〇二）には、
下記のような記述がある。 
 

























               （朝日新聞 一九一三年六月二十二日） 
（31）外人差別待遇禁止案 ▽米人対日好感の一證左 華盛頓来電 或州 
が財産若くは或る私法上の特権の享受上外国人に対して区別取扱を為す 
法律制定の権を禁止する憲法修正案下院に提出されたり。 









































ので、その実情を十五日までに IOC のオットー・メイヤー書記長に報告 
することになった。 




                （朝日新聞 一九六三年十月十四日） 
（37）成年組６０、６５、７０、７８公斤的前１２名和８６、９５、９５ 
公斤以上級、無差別級的前８名共８０名運動員将参加全運会比賽。 













































































































































  今や三番目の室に来かゝりて、 
  ぶん「哲学者か」。 
  てつ「左様で御座ります」。 
  えん「先生」。 












                                                   







































                  （朝日新聞 二〇一七年六月二十日） 
（２）かつての切手収集ブームに今は亡き伯父も夫もしっかりと乗った結 
 果、我が家に切手帳が３冊ほどあります。 
                （朝日新聞 二〇一七年六月二十日） 





















   







  ＊閲微草堂筆記•灤陽消夏錄五〔紀昀〕〈清〉「既已種因，終當結果。」 
（2）用以指人事的最後結局。〈結末、人間の場合を指す。〉 
  ＊二刻拍案驚奇・巻十二〔凌濛初〕〈一六三二〉「只為朱晦翁還有一件為 
 着成心上邊硬斷一事，屈了一個下賤婦人，反致得他名聞天子，四海稱揚， 
 得了個好結果。」 
  ＊紅楼夢・第四十六回〔曹雪芹8〕〈一七九一〉「你們自以為都有了結果 
 了，將來都是做姨娘的。」 
  ＊懷念蕭珊〔巴金〕〈一九七九〉其實這是她的一片痴心，結果只苦了他自 
 己。」 
（3）成就；成果。〈出来栄え、成果〉 
  ＊巧團圓•解紛〔李漁〕〈清〉「你看他一貌堂堂，後來不是沒結果的。」 
  ＊陀螺・五〔茅盾〕〈一九二九〉「現在她老人家已經把一天工作的結果分 
 成了六七小堆，等待照例的同時分配，因為孩子們嚷得太厲害，就先給 
 了。」 
  （4）謂殺死。多見於早期白話。〈殺すこと、早期の白話文によく見える。〉 
＊燕青博魚・第四摺〔李文蔚〕〈元〉「我們且結果了那個綁的去，與你拔 
                                                   
5 『蔡伯喈琵琶記』（高則誠 元末明初）清康熙十三年陸貽典抄本。 







  ＊水滸傳・第四十九回〔施耐庵〕〈一五八九〉「他又上上下下都使了財物， 
 早晚間要教包節級牢裏做翻他兩個，結果了性命。」 
  ＊吶喊•藥〔魯迅〕〈一九一九〉聽説今天結果的一個犯人，便是夏家的孩 
 子。」 































  （３）一切衆生未解脱者。性識無定。惡習結業、善習結果。爲善爲惡、逐 
境而生。 
                 （『地藏菩薩本願經』實叉難陀 唐） 
〈日本語訳文〉一切衆生、未だ解脱出来ていない者は心性が不明、心識が 
                                                   















  （５）祖師道。吾本來茲土。傳法救迷情。一花開五葉。結果自然成。 






















  （６）進火消陰始一陽，千歳仙桃初結果。 
                         （「谷神歌」呂岩 唐） 
  （７）楊柳飛綿何処去，李花結果自然成。 





























  （９）結実商秋，敷華青春。 






































to bear or bring forth fruit 結菓、結實、結子 
Unfruitfulness 不結菓的、不結實的 
Unproductive as land &c.不成實的、不結菓10 






  果，木実也。象果形在木上。          
                   （『説文解字』許慎 一〇〇） 
  〈日本語訳文〉果，木の実なり。果の形をして木の上にある。 
 
  木実為果，草実為蓏。              

























































                                                   




























































  （22）番王道：這和尚在里面，怎么結果他？ 




































































   








                                                   
17 呂叔湘「釈“結果”」（『中国語文』 一九八二（六））第四二二頁。 
18 江藍生・曹広順『唐五代語言詞典』（上海教育出版社 一九九七） 
王佳毅『由“結果”連接的複句研究』（湖南師範大学修士論文 二〇〇五） 






  補義条目 装束；打扮21 


































                                                                                                                                                     
頁の（５）に当たる部分。 
21 サイト「国学大師」に収録された電子版『漢語大詞典』によるものである 







































  ➊連詞“結果”最初大約出現在明代。 
  ❷“結果”的連詞用法，一直到十九世紀末至二十世紀初，才被広汎使用。 




                                                   




法」（『第 6回コーパス日本語学ワークショップ予稿集』 国立国語研究所二〇一四年九月）などがある。 













































                                                   































































































































































Morrison）、衛三畏（(Samuel Wells Williams）、麥都思（Walter Henry Medhurst）、















➀ABUNDANCE Abundance of leaves, 樹葉茂盛; and little fruit 結果    
少 
②BRING To bring forth fruit 結果 
➂FRUIT Fruit of a person's conduct, the result of their actions is 
 expressed by 結果 This is the fruit of their conduct 這就是他的 
結果 





  ➃RESULT consequence, is expressed by 結果, forming fruit: and by 
 收梢, Don't know what will be the result hereafter 將來不知作何 
結果 
  ⑤EVENT  The upshot or event 結果 















  ⑥result consequences 結果、收梢 
（Walter Henry Medhurst『英華字典』（一八四七～一八四八）） 
 
  ⑦result to result in good 結好菓 
       to result in evil 結惡菓、惡關係 
       what are the results 結何果乎 
（Wilhelm Lobscheid『英華字典』 （一八六六～一八六九）） 
 
  ⑧result to result in good 好結果 
（鄺其照『華英字典集成』 一八九九） 
 
  ⑨result to follow as a consequence, 究竟, 效果, 歸結, 結果 
       to result in good, 致有好結果 
       to result in evil, 致有惡結果 
（顏惠慶『英華大辭典』 一九〇八） 
 
  ⑩result 關係、結果、應驗、到底、結尾、終局 
（商務書館『英華新字典』 一九一三） 
 
  ⑪result 效驗、效果、結果、成績、收塲、成效、效、果實 
       Economic  result 經濟之結果（新） 
       (from) 是……的結果 
       (In)  有……結果 
































































































  〈現代語訳〉どうにかして彼を殺して願いをかなえたいと思うのだ。 
  （40）はやく結果（おしかたづ）けたれば、後産（あとはら）は病（やま） 
ねども、心憎きは宗好なり。 














  西洋の思想や学問上の概念の訳出にあたり、中国で編纂された華英・英華 
辞典が幕末から明治の日本にも大きな影響を与えたことはつとに知られ 





























state of things they describe is not only a conceivable and possible, but 
a probable result of democratic feeling, combined with the notion that the 

















 これを手掛かりに『The Spirit of Laws』で用例（42）に該当する内容であ





（田口卯吉訳『大英商業史. 三』 一八七九） 
  （44）第四章 千八百六十七年 
巴里萬國博覧会ニ於テ大英ノ勤業及其結果 
（田口卯吉訳『大英商業史. 三』 一八七九） 
 
森下澄男（一九六八）33によると、田口卯吉訳の『大英商業史』は Leone Levi
の『History of British commerce, and of the economic progress of the British 
nation, 1763-1870』を底本としている。原本と照らし合わせてみると、用例（43）
は「the french revolution and its effects on banking and currency」に該
当し、「結果」は「effects」の翻訳語であることが分かる。そして、用例（44）
は「british industry at the paris universal exhibition an its results」
                                                   













結菓 result       中村正直『自由之理』（一八七二） 
結果 Consequence     何禮之『萬法精理』（一八七五） 
結果 effect       田口卯吉『大英商業史』（一八七九） 











Consequence, s. 宥メ・慰メル of little Consequence 安慰 
Effect,s 効験・功績・続き・事ノ次第・終り・業実 to take effect， 




Consequence，n. Yuye. In consequence,yuye ni, ni yotte, ni tsuite. 
 Of consequence, tai-setsu 
Effect ,n. Sei, yuye, waza, shoi; kiki, shirushi. To do for effect,  
hito no me ni tatsu yo ni suru. Of no effect, yo ni tatanu, shirushi 
 nashi.Effects, nimotsu, kagu, shochi no mono. 
Result，n. Owari, hate, sei, yuyue, waza, hata-shite, ni yotte.34 
 
『英和字彙 : 附音插図』（柴田昌吉・子安峻 一八七三） 
consequence 関係、効験、結局、迹、緊要、利益、感動 in consequence 
 故ニ因テ a matter of consequence 緊要ノ事 
Effect 成就、功績、成果、効験、関係、利益、意思、事実 words to  
this effect 其意ノ語 to gire effect to 施行スル 












参考として、Robert Morrison と Samuel Wells Williams の『英華字典』に見
られた関係内容を下記のように示しておく。両者の『英華字典』では既に
「result」、「consequence」、「effect」＝「結果」の対訳関係が見えている。そ




  Robert Morrison の英華字典（一八二二） 
  見出し語：Result  consequence, is expressed by 結果 Don't know 
 what will be the result hereafter 將來不知作何結果 
見出し語：effect What will be the effect 將有甚麽結果 
 







は実に Walter Henry Medhurst の『英華字典』（一八四七～一八四八）にも確認
できた。 
  
  CONSEQUENCE  fruits 菓實、結菓 
  EVENT  issue 結菓 
  FRUIT  to bring forth fruit 結菓35 








                                                   
35 Walter Henry Medhurst の『英華字典』（一八四七～一八四八）では「結果」というより「結菓」のほ




















































  （46）のでありますから、結果其物も亦三樣の類型に（朝永三十郎「学究 
漫録」、初出「精神界 第二卷一一、一二號」1902 年 11、12 月） 


















































































































































                                                   






































〔新訳和英辞典・明 42〕Result. 予期の成果を収めた、The anticipated 





                                                                                                                                                     







































Issue, s. 成果．終り．功蹟．出来バヘ．流出．子孫．打濃  






                                                   
7 佐藤亨『現代に生きる幕末・明治初期漢語辞典』（明治書院 二〇〇七）第五〇四頁。 






















































































































































































Wells Williams）、麥都思（Walter Henry Medhurst）、羅存德（Wilhelm Lobscheid）、







  見出し語：predestined and the result in a future state is the 成果 
 formation of the fruit 
 










  見出し語：Set  to germinate, 成實, 成果, 發芽, 坼籜; 
       Outcome  Issue, 結果, 收成, 效驗, 成果 
（顏惠慶『英華大辭典』 一九〇八） 






















  （15）此度迚も素々堂上方一統水悪原ニ相成果候中二。 










 『英和対訳袖珍辞書初版』（一八六二）は、堀達之助が 1859年 12 月、幕府か
ら英和辞典編纂の命をうけ、H・ピカルト（H.Picard）原著の英蘭・蘭英辞典「A 
New Pocket Dictionary of the English-Dutch and Dutch-English Languages / 




 そこで、これに見られる「成果」の訳語「issue」と「result」を、『A new pocket 





 Uitslag  uitkomst  gevolg 成リ果 
  ik vreeze voor eenen kwaaden uitslag 我ハ事ノ悪シキ成リ果ヲ恐レテ 
居ル 













                                                   
11 岩堀行宏 『英和・和英辞典の誕生―日欧言語文化交流史』（図書出版社 一九九五）第一四三頁。 


























































堀誠太郎訳の『婦女性理一代鑑』の冒頭に、「Physical Life of Woman 米國
那普平斯著 千八百七十四費府出版」というように、原著の情報は書き記され
ている。これを手掛かりに、原著の『The Physical Life of Woman』（George H. 
Napheys ）を調べてみたところ、用例（18）の内容は「late manifestations of 















ニ因テ直チニ生スル所ノ成果」は、原文の「commencement of war and its 
immediate effects」に当たる。この「成果」も「effect」の翻訳語であること
が分かった。ちなみに、この司法省藏版の『恵頓萬國公法』の「恵頓」はそも

























  （20）修史法ノ背理ハ時世自然ノ成果タリシヲ論ズ 
米国戦争ノ悪成果ヲ説ク 
（華光居土訳『英国文明史・第七編』日本出版会社 一八八三） 
  （21）践祚の盛儀挺進冤枉を訴へ  
宿約の成果邂逅◇助に任す 
（浅井栄熙他訳『沙漠之花:孝女美談』集成社 一八八七） 




















『江戸ハルマ』（一七九六）   Uitslag、収録なし    
『訳鍵』（一八一〇）      Uitslag、秤量ノ重サ、砕費、起発 
『長崎ハルマ』（一八一六）   Uitslag、成リ果 
『和蘭字彙』（一八五五）    Uitslag、成リ果 
 
『英和対訳袖珍辞書』 
  ①『英和対訳袖珍辞書初版』（一八六二） 
 Effect 功験、功績、続キ、事ノ次第、終リ 
 Issue 成果、終リ、功蹟、出来バエ、流出、子孫、打膿 
  Product 産物、商算術ノ語 





 Effect 功験、功績、続キ、事ノ次第、終リ、業実 
  Issue 成果、終リ、功蹟、出来バヘ、流出、子孫、打膿、出ルヿ又物 
  Product 産物、積算術ノ語 






  『哲学字彙』 
 ➂『哲学字彙』（一八八一） 
Effect 結果、応報、効験、果報 
 Issue 発貨（財） 
  Product 成果（世）物産（財） 
 Result 成効、菓実、結果 
 
  ④『改訂増補哲学字彙』（一八八四） 
Effect 結果、応報、効験、果報 
  Issue 発貨（財）結案（法） 
  Product 成果（世）物産（財） 
  Result 成効、菓実、結果、効績 
 
  ⑤『英独佛和哲学字彙』（一九一二） 
Effect 結果、応報、効験、果報 
  Issue 論点、争点 
 Product 成果、物産、産物、生産物 














  ⑥『附音插図英和字彙』（一八七三） 
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 Effect 成就、功績、成果（ナリハテ）、効験、関係、利益、意思、事実 
 Issue 出、功績、流出、結果（デキバヘ）、発行、関係、出口、効験、子 
孫、産物、打膿、結局 
 Product 産物、成果（デキバヘ）、工業、積（算法ノ語） 
  Production 生ズルヿ、発スルヿ、作物、産物、成果（デキバヘ） 
  Result 飛返、関係、成果（ナリハテ）、結果（デキバエ）、落着、決議 
   
⑦『増補訂正英和字彙』（一八八二） 
 Effect 成就、功績、結果、応報、果報、効験、作用、関係、利益、意思、 
事実 
  Issue 出、功績、流出、結果、発行、関係、出口、効験、子孫、産物、打 
膿、結局、発貨（理財学ノ語） 
 Product 物産、成果、工業、得数、積（算法ノ語） 
Production 生産、発出、作物、産物、成果、土産  
  Result 跳反、関係、成効、成績、成果、果実、結果、結局、落着、決議 
 
  ⑧『附音插図英和字彙濱田健次郎増補』（一八八八） 
Effect 成就、功績、成果（ナリハテ）、効験、関係、利益、意思、事実 
  Issue 出、功績、流出、結果（デキバヘ）、発行、関係、出口、効験、子 
孫、産物、打膿、結局 
  Product 産物、成果（デキバヘ）、工業、積（算法ノ語） 
Production 生ズルヿ、発スルヿ、作物、産物、成果（デキバヘ） 
























原因と結果の関係のこと。一般には，事象 Aが事象 Bをひき起こすとき，A 










①原因学 英 etiology （一）（哲学上の）原因及び結果の学 
②『原因止めば結果亦止む』 羅 Cessante causa cessat effectus 
  ③人間の動作及性向に於ける正邪善悪の区別の標準は何ぞやてふ問題に答 
へて、個人及び個人を包含する社会の生活に良好の結果を輿ふるものは 
善、不良の結果をを輿ふるものは悪なり。 
  ④相制説或は因果説（精神と肉体との関係に関して）。 





















                                                   
15 『世界大百科事典第二版』（平凡社 一九九八）の利用に当たっては、ネット上で一般公開された『世界
大百科事典第二版』を利用する。 



















































  【障礙・障碍】 









                                                   













































                                                   
2 竇文宇・竇勇『漢字字源当代新説文解字』（吉林文芸出版社 二〇〇五）第四三〇頁。 












  礙 異体字［碍］ 









































































 品詞 意味 最古用例 現状 









①仏教用語 名詞 修業、悟りのじゃま 四九二 ○ 
②一般語 動詞 障る、阻む 一九八〇 × 
③一般語 名詞 さわり、邪魔 唐 ○ 





















































  ①「弄玉盤の中央に画せる円輪は、一個の障害物にして」（宇津木信夫訳・ 
明治十二年（一八七九）『弄玉集』一） 

















 ➊弄玉集序 西人之評滾球戯者、曰算数之理、測量之術、可由此以知一隅。 
一部省略。夫置圓球於平盤之上、而以一挺弾之、中球心則転而前進。以 











                                                   










































           （仏陀跋陀羅・実叉難陀他『大方広仏華厳経』 唐） 
〈日本語訳文〉願はくは、われ臨終の時に臨まば、ことごとく一切の障礙 
                                                   


































































































装酣睡，試我誠心，然後再以正言教我。           

















  （11）意識障碍及之虚脱之救急法 
ueber bewusstseinsstooungen und kallapo 
(zeitschr.f. arztl. forbildung) Dr. Fr. Kraus 原著  王曾憲訳述 
嗜眠 sopor 乃意識障碍之較悪者。 
精神遅鈍 stupor 乃障碍之尤甚者。 






































  （12）意識之病的障害 患意識之障害者。為機能的精神病。 
   然無論機能的精神病器質的精神病。多由於意識之障害。 
   患如斯高度之意識障害者。使之蘇生頗難。 
   而延髄機能亦蒙障害。 









  （13）凡初起龜頭紅腫、放尿障碍、刺痛流膿者宜服淋濁通利丸。 
（申報 一九一二年七月二十四日） 
  〈日本語訳文〉最初は亀頭が赤腫れ、放尿に障碍があって、痛み出し、濃 
がでる者は「淋濁通利丸」（薬名）を飲むべきである。 










                                                   

























  障碍物 
在軍事上，能遅延或阻止軍隊行動的地形和爆炸物、構築物、破壊物、堵塞 
物及受染区的総称。分為天然障碍物和人工障碍物両大類。（以下省略） 
  障碍賽跑 
  径賽項目之一。在不分道賽跑中，依次跨過按規定距離設置的一定数量欄架 
和水池等障碍物的賽跑。23 












                                                   
22 丁福保氏に関する記述は牛亜華・馮立昇の「丁福保与近代中日医学交流」（『中国科技史料』第 25巻第
４期 二〇〇四）などの資料を参考にした。 
























うに映っていたのか、馬禮遜（Robert Morrison）、衛三畏（(Samuel Wells 
Williams）、麥都思（Walter Henry Medhurst）、羅存德（Wilhelm Lobscheid）、




  ➊Bar a limit 闗、㯲、障礙 
（Walter Henry Medhurst『英華字典』 一八四七～一八四八） 
 
  ❷Clear To be disengaged from encumbrances, distress, or 
 entanglements, 脱去苦難障礙(廢) 
  ❸Clog  Anything that hinders motion, or renders it difficult, 窒 
礙物, 障礙物, 牽帶物, 拖累物 
  ❹Fault  An accidental leak in an electric circuit, (電)電路病, 障 
   礙 
  ➎Abator  (Law) (a) One who abates a nuisance, 除障礙物者; 
  ❻Nuisance  That which annoys, gives trouble, or is offensive, 障 
害, 滋擾, 妨害, 輕犯, 害物等。 
                                                   
24 丹羽貞次郎，室野義忠編『戸外遊戯法』（精華堂 一八八七）第十一頁。 


























  ❽Articulation (新)搆音障礙 
  ❾Bar 3. Obstacle (新)障礙物 
  ❿Disorder Disorder of hand-writing (新)書字障礙 
        Disorder of articulation  (新)搆音障礙 
  ⓫Drag  6. retarding moment generally 障礙物 
































者には、天神・地祇も敬服し魔界・外道も障碍することなし。   























































別可令抽懇祈之由。                      
（『九条家歴世記録』 一四三二） 
（25）此間殊晴天之処、甚雨障碍之至歟、但自昼雨脚止、晩頭日影朗。 
             （後崇光院『看聞日記』 一四一六～一四四八） 
（26）明和庚寅夏六月、大夫承君命如于京行經吉原驛爾日也。青天空濶無 
一障礙、仰望富嶽秀色、突出如摘如掬。         






































   











恐クハ他日ノ施爲上ニ障礙ヲ生スルモノアラン。      














 ❸Hindrance,s. 妨ゲ．障碍 
（堀達之助『改正増補英和対訳袖珍辞書』 一八六六） 

















堀達之助は、1859 年 12月、幕府から英和辞典編纂の命をうけ、H・ピカル 
ト（H.Picard）原著の英蘭・蘭英辞典「A New Pocket Dictionary of the 
 English-Dutch and Dutch-English Languages / 2nd Edition, Revised and  
Enlarged by A.B.Maatjes / 1857」のオランダ語の部分を日本語に翻訳して
英和辞典に仕立て、1862 年 8 月に至って脱稿し、神田一橋門外の洋書調所













                                                   
27 岩堀行宏 『英和・和英辞典の誕生―日欧言語文化交流史』（図書出版社 一九九五）第一四三頁。 
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  ➎Hinder,l.m. fehade,nadeel. 障礙（サワリ） 
  ❻Hinderlijk，bijr,w,fehadelijk,nadeelig.  障礙（サワリ）ニナル 
❼Met ieme hielp ben ik alle de hin det paalen te boren gekomen 汝 
ガ助ケテ諸ノ障礙ヲ遁レテ居ル 








❽Hinder,l.m. fehade,nadeel. 障碍（サワリ） 
 ❾Hinderlijk，bijr,w,fehadelijk,nadeelig.  障（サワリ）になる 
 ❿Met ieme hielp ben ik alle de hin det paalen te boren gekomen 汝 









  ⓭hinderen.w.w. 障礙スル 









   




















































                （遞信省官報 一八九五年二月二十一日） 
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  （45）東京電陸軍飛行隊岩友中尉在所澤飛行之際因機械障礙從高墜落身死。 

















































































                                                   









































  ＊辛亥革命前十年間時論選集・国学講習会序〔一九〇六〕〈章太炎〉「道敝 
文喪，由来己久，而今世尤為岌岌。何也？前日正学之所以不能光大者， 
以科挙為之障害也」 
                                                   
2 初篇（一八六八年十一月）、二篇（一八七〇年二月）、三篇（一八七一年二月）、四篇（一八七一年六月）、
五篇（一八七一年八月）、六篇（一八七二年二月）そして七篇（一八七二年八月）である。 







































































Annoy, Annoyance, s 退屈ナル物．煩労．障害．妨ケ．損害 
Annoying, adj. 退屈ナル．苦シメル．害ヲナス  
（堀達之助『英和対訳袖珍辞書初版』 一八六二） 
 
Annoy, Annoyance, s 退屈ナル物．煩労．障害．妨ケ．損害 







  （１）古典日本語における「障害」の有無 
  （２）古代中国語における「障害」の有無 
  （３）中国の英華字典における「障害」の有無（一八六二年以前） 
  （４）和蘭辞書における「障害」の有無（一八六二年以前） 
 
４ 「障害」の由来について 


















                   （呉承恩『西遊記』 一五五〇頃） 





















  【障蓋】佛教語。煩悩。 
《敦煌歌辞総編・雑曲・十二時》：弥陀佛，功力大，能為労生除障蓋。14 


















































堀達之助は、1859 年 12月、幕府から英和辞典編纂の命をうけ、H・ピカル 
                                                   







ト（H.Picard）原著の英蘭・蘭英辞典「A New Pocket Dictionary of the 
 English-Dutch and Dutch-English Languages / 2nd Edition, Revised and 
Enlarged by A.B.Maatjes / 1857」のオランダ語の部分を日本語に翻訳し
て英和辞典に仕立て、1862 年 8 月に至って脱稿し、神田一橋門外の洋書






で一般公開された H. Picard『A new pocket dictionary of the English and Dutch 































                                                   




























Annoy, Annoyance, s 退屈ナル物．煩労．障害．妨ケ．損害 





























英語 草稿 校正 刊本 





disadvantage 損 損害 損害 
disadvantageously 損 損害ニテ 損害ニテ 

























                                                   





















                （ツァイスル著『黴毒新論』 一八八一） 




  （９）糸貫川水行障害一件東京上等裁判所裁判不法上告ノ判文（明治十二 
年三月十四日上告明治十二年五月三十日申渡） 
（大審院民事判決録 一八七九年五月） 






























  （12）意識之病的障害 患意識之障害者。為機能的精神病。 
   然無論機能的精神病器質的精神病。多由於意識之障害。 
   患如斯高度之意識障害者。使之蘇生頗難。 
   而延髄機能亦蒙障害。 








  （13）而界内房租之巨。納税之重。開支之大。銷耗之多。皆足爲商業上之 
障害。 





















克明に記録している。馬禮遜（Robert Morrison）、衛三畏（(Samuel Wells 







 ➊Nuisance 1. That which annoys, gives trouble, or is offensive, 障
害, 滋擾, 妨害, 輕犯, 害物, 攪擾人或起人厭惡之事物; 






















  ①Hinder,l.m. fehade,nadeel. 障礙（サワリ） 
  ②Hinderlijk，bijr,w,fehadelijk,nadeelig.  障礙（サワリ）ニナル 
③Met ieme hielp ben ik alle de hin det paalen te boren gekomen 汝 
ガ助ケテ諸ノ障礙ヲ遁レテ居ル 













  （15）原由 近因ハ心肺ノ運営遏止シ若クハ脱衰セル者ニシテ神経運営為 
ニ其障碍ヲ被ムレルナリ昏冒ト卒中トノ区別実ニ茲ニ存セリ即昏冒ハ血 
行ノ障碍ニシテ其因心ニ在リ卒中ハ神経ノ障碍ニシテ其因脳ニ在リ。 
 （緒方洪庵『扶氏経験遺訓・巻之十一』 一八五七） 
（16）又患器ノ官能久ク障碍ヲ被リ分泌液常態ヲ違ヘル等ヲ以テ之ヲ察シ 
或ハ面色灰白帯黄等ノ悪液証ヲ見ハシ 




















































  （19）二十一、保安処分として労働嫌忌者、酒精中毒者、精神障害者など 
に関する規定を設くること。 
（大阪朝日新聞 一九二五年十月六日） 







































  これは国立国語研究所で「太陽コーパス」というのを作っていて，それが 
博文館新社からＣＤ－ＲＯＭを付けて販売されています。それを国語課で 
こんなふうなに整理したわけです。見ていただくと，明治 28 年時点では， 















 障害 障碍 障礙 障碍・礙 
1870～1879 0 7 4 11 
1880～1889 29 38 5 43 
1890～1899 106 88 13 101 
1900～1909 170 144 28 172 
1910～1919 200 232 90 322 
1920～1929 318 331 57 388 
1930～1939 323 301 73 374 
1940～1949 166 231 40 271 







































































































































                                                   





















  ＊容齋三筆・片言解禍〔宋〕〈洪邁〉「自古将相大臣，遭罹譖毀…而以一 
人片言転禍為福，蓋投機中的，使聞之者暁然易寤」 
（４）両総契合。〈両者が融合しあうこと〉 
  ＊和黄預病起〔北宋〕〈陳師道〉「似聞薬病已投機、牛闘蛇妖頓覚非」後多 
指意趣相合。 




  ＊洄溪道情・行医嘆〔清〕〈徐大椿〉「要入世投機，只打聴近日時医，慣用 
的是何方何味，試一試偶然得効，倒覚得希奇」 



























漢語大詞典 日本国語大辞典  
意味（１）抛石機（武器）  考察対象外 
意味（２）一種の器械  考察対象外 
意味（３）機会を掴み取る 意味（２） ○ 
意味（４）融合しあう、意気投合する  × 
意味（５）利益を貪る 意味（３）と（４）   ○ 
意味（６）仏語 意味（１） ○ 























                                                   
9 促績は蟋蟀（コオロギ）の別称。 






























  とうき 投機 
  〔広益熟字典・明 7〕キカイヲハズサヌコト。 
  〔文明いろは字引・明 10〕ヨリハズミニモチコム。 
  〔必携熟字集・明 12〕キクワイヲハズサヌ。 
  〔和英語林集成〈三版〉・明 19〕Speculation：―sho,a speculation 
 merchant; ―gyo, speculating business. 
  〔漢英対照いろは辞典・明 21〕やま、やましごと。Speculation． 
  〔言海・明 24〕機ニツケイルコト。商人ノ相場ヲ測リテ駈引スルコト。 
  〔日本大辞書・明 26〕機会ニ投ズルコト。商人ナド、相場ニ由ツテ駆ケ 
引キスルコト。 
  〔法律経済熟語辞典・明 41〕機会を看計らひ一攫千金の希望を以て成否 
不確定なる事業に資本を投ずるを云ふ。 

























  ◆とうき 投機 
  ①「投機 トウキ キカイヲハズサヌコト」（湯浅忠良・明治八年（一八 
七五）『広益熟字典』） 
  ②「善悪思想表……投機射利 惑悪」（西村茂樹・明治十三年（一八八〇） 
「公衆の思想」） 
  ③「Speculation 思弁、工夫、冥想、投機」（明治十四年（一八八一） 
『哲学字彙』） 
  ④「米況に意を注ぐは、燦たる頼母しき投機の望が、主人の心中に浮びた 
るにや。」（坪内逍遥・明治十九年（一八八六）『内地雑居未来之夢』八） 













                                                   
12 惣郷正明・飛田良文『明治のことば辞典』（東京堂 一九八六）第三九九頁。原文は長いため、内容の
一部を省略した。 








































                                                   
14 羅竹鳳他『漢語大詞典』（上海辞書出版社 一九八六）第四巻第一三二二頁。 
15 仏教哲学大辞典編纂委員会『仏教哲学大辞典』（創価学会 二〇〇〇）第二九〇頁。 
16 「不晩于両漢、投引申出合義」。王虎「《啓顔録》中豆字考」（『中国語文』 二〇一四年第一期）第八十
九頁。 
17 龍谷大學編纂『佛教大辭彙』（冨山房 一九一四）第五巻第三四三二頁。 
18 鎌田茂雄『禅源諸詮集都序 禅の語録９』（筑摩書房 一九七一）第五頁。 








































                （凌濛初『二刻拍案驚奇』 一六三二年） 




21 龍谷大學編纂『佛教大辭彙』（冨山房 一九一四）第五巻第三四三二頁。 
22 出典は『詠鞞応詔』（蕭琛 南朝） 
23 一般的に欧陽修の作とされがちであるが、筆者の調査範囲で『琵琶記』（元末 高明）が一番早い。 
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①Agree I agree with you 我與你投機 
②Conversation When conversation does not please, half a word is too  
much 話不投機半句多 
③Friend When taking wine with a bosom friend ten thousand cups are  
too few; but when conversation does not take, half a sentence is  
too much 酒逢知己萬杯少‧話不投機半句多 
④Point Spoke to the point 説得投機 
⑤Prevail  To take effect, seeing what he said did not prevail 見 
所言不投機27 















⑥Speculate Speculating trader; one who is too full of gain-making  
schemes 射利的人 
（Robert Morrison「英華字典」 一八二二） 
  ⑦Speculate a speculator after gain 射利之人 
（Walter Henry Medhurst「英華字典」一八四七～一八四八） 
  ⑧Speculate to speculate after gain 圖利、營利 












 ⑨Speculate To buy up land, goods or stock, in the expectation of  
gain from a rise in the price, 投機, 買空, 賣空, 抛空盤, 壟斷居 
奇, 見機預買 
  ⑩Venture commercial speculation, 買空, 賣空, 投機, 生意中之操機 
運; 
 ⑪Speculative Adventurous in business, 貿易上有膽識的, 見機預買 
的, 賣空買空的, 抛空盤的, 投機的; as, a speculative dealer, 投機 





                                                   
28 顏惠慶『英華大辭典』（上海商務印書館藏版 一九〇八） 
29 K.Hemeling（一八七八～一九二五 中国語の名前は赫美玲）『官話』（The Presbyterian Mission 
Press,ShangHai 一九一六 ） 
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                （宗峰妙超『大燈国師語録』 一三三四） 
























                                                   
30 彫龍中国古籍庫は超大型漢字古籍全文検索データベース、目前収録文献は一万七千余り、約二十五億字。
その中には「日本古典書籍」が含まれている。 
31 国立国会図書館デジタルコレクションで公開されている『広益熟字典. 画引之部』第百九頁。 























































































































  （24）兔を以て来た者は我のかんがえには大方西洋の山師（やまし）と日 
本の山師の仕業とぞんじますが。 
（読売新聞 一八七四年十二月八日） 








   
  （26）亭主が投機商（やまごと）に掛り夫が外れて逃亡してしまッたので 
お市は今の裏店へ引込み飴菓子と売ッて暮しと立て居るが。 
（読売新聞 一八七九年三月十八日） 






























































『和英語林集成〈三版〉』和英の部 34では、「 Toki トウキ  投機  n. 
Speculation：ーsho, a speculating merchant; ーgyo, speculating business」
とあり、「投機」だけではなく、「投機」を語基とした造語の「投機商」、「投機
業」も収録されている。一方、『和英語林集成〈三版〉』和英の部 35では、





























































































                                                   
1 本論文では JapanKnowledge（ジャパンナレッジ）に収録された『日本国語大辞典第二版』（小学館 二
〇〇二）を利用する。 











































































This department of YaLe College owesits existence to the liberality 
 of Joseph Sheffield,a private citizen of New Haven,and is known as  
the Sheffield Scientific School.8 













                                                   
6 佐藤亨『現代に生きる幕末・明治初期漢語辞典』（明治書院 二〇〇七）第六五四頁 
7 大久保利謙『森有礼全集第三巻』（宣文堂書店 一九七二）付録第六十八頁。 











































                                                   
9 黄河清『近現代辞源』（上海辞書出版社 二〇一〇）第七四八頁。 









































  （２）其二投資殖民（譯音阿保幾亞含有分支離宗之義）移住者以威力驅逐 
土著之人民而移住其地如英國於加拿大澳洲印度等處政策皆屬此類。 











































































①Money  to lay out money, 投資； 
  ②Place  To invest, 投資; 
  ③Invest  To place or lay out money in some species of property, 投
資本生利, 置下資本; 
  ④Placer  One who places or locates, 放債者, 投資人, 置放者14 







⑤Invest ～ in shares 投資入股 
       ～ money on interest 投資 
⑥Enterprise Commercial ～ s (新)投資營商 
⑦Investment capital invested 投資 Marginal ～ (部定)辺極投資 
⑧Investors (部定)投資人 
（赫美玲『官話』 一九一六） 





 ここでは「投資」が計七回見えるが、「Commercial Enterprises (新)投資営










  ⑨Lend  to lend money 放銀、放帳 
  ⑩Place  to place money at interest 放銀、放債 



























investment 投資、放銀． 後日の利益を目的とするか或は年々一定した歳 
入を得んとして資本を支出することを投資又は放銀と謂ふので営業に資本 





（田中他『英和商業新辞彙』 一九〇四）  
 
６ 日本語における「投資」の誕生 

















  （11）○清国上海蘇州間鉄道敷設 










































































  （14）第二章 利息ノ割合ハ放銀ノ便利ニ由テ一様ナラス然ルニ放銀ノ便 
利ハ亦数様ノ形情ニ関スルモノナリ。 
（フランシス・ウエイランド『経済論・第八巻』尚古堂 一八七七） 






















 放銀 投資 
1870～1879 4 0 
1880～1889 3 3 
1890～1899 1 0 
1900～1909 4 8 
1910～1919 1 98 






































序章   
第一章 普通（仏語） 特別（新造語） 
第二章 普遍（仏語） 特殊（古典語） 
第三章 普及（仏語） 共通（新造語） 
第四章 平等（仏語） 差別（仏語） 
第五章 結果（仏語） 成果（新造語） 
第六章 障碍（仏語） 障害（新造語） 
第七章 投機（仏語） 投資（新造語） 






































































































































































































漢語大字典編輯委員会『漢語大字典第二版』（四川出版集団 二〇一〇）  
谷衍奎『漢字源流字典』（華夏出版社 二〇〇六） 
武漢大学古籍所『故訓滙纂』（商務印書館 二〇〇三） 
羅竹風他『漢語大詞典』（上海辞書出版社 一九八六）  
陸費逵他『中華大字典』（中華書局 一九一五） 
冷玉龍他『中華字海』（中国友誼出版公司 一九九四）  
呂叔湘他『現代漢語詞典第六版』（商務印書館 二〇一二） 
 
２．２ 日本語の辞書 
 本論文でよく利用する日本語の辞書を下記に示す。なお編集者名前の第一文
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字のあいうえお順で並べる。 
  
沖森卓也『ベネッセ表現・読解国語辞典』（ベネッセコーポレーション 二〇〇
三） 
新村出『広辞苑第六版』（岩波書店 二〇〇八） 
日本国語大辞典第二版編集委員会『日本国語大辞典第二版』（小学館 二〇〇三） 
松村明『大辞林第三版』（三省堂 二〇〇六） 
諸橋轍次『大漢和辞典修訂第二版』（大修館書店 二〇〇〇） 
山田忠雄『新明解国語辞典第七版』（三省堂 二〇一一） 
 
３ 著書と論文 
 本論文で参考する著書と論文に関して、数が多すぎるので、各節の脚注にて
示しておくので、ここに記することを省略する。 
